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【結果とまとめ】 ７因子により関数化された重回帰式を用いて算出された Caoct/Cvoct 比の推定値と実測値の間に
は高い相関性（r＝0.856）が認められた。この推定値を用いて算出した局所脳血流量と従来の持続動脈採血値を用い
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なかった。これらの結果より、本定量法は、低侵襲で簡便に rCBF 値の算出が可能であり、広い臨床応用の可能性が
示唆された。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、SPECT 像を得るための画像再構成法のうち、近年注目を集めている OSEM（ordered subsets 
expectation maximization）法の定量性や臨床使用における設定パラメータの注意点に関する研究と新しく開発した
低侵襲で簡便な局所脳血流定量測定法の臨床応用の可能性に関して検討したものである。 
 OSEM 再構成法の研究では、１つの subset 内に配分される方向数が２から５でアーチファクトの発生と均一性の
低下が顕著となる傾向が観察された。一方、濃度直線性やコントラストには明らかな影響は認められなかった。この








量との相関係数は 0.789 で、本法の 0.912 と比較して統計学的に有意（p＜0.0001）に低値を示した。 
 また、本方法による Caoct/Cvoct 比の推定精度は、静脈採血を実施する前腕の左右差の影響や脳組織の放射能濃度
を観察する際の Static 収集方向の相違による影響は認められなった。これらの検討結果により、本法は 27 分時の静
脈採血値から持続動脈採血値を低侵襲で簡便に推定することが可能であり、広い臨床応用が期待される。 
 以上のことから本研究によって開発された局所脳血流定量測定法は、脳血管予備能の評価や脳循環不全の診断・治
療効果判定そして予後予測などに有用と考えられ、博士（保健学）の学位授与に値するものである。 
